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地理情報システム(Geographical lnfbmation System: GIS)は､近年､急速な発展を





















































































































































































(2. 3. 6)における制約は､区画内の筆数の総量条件である｡次に(2. 3. 6)の同時確率
最大化を行う際の制約条件を考えると､配分パターンに関してゾーンモデルの立地
量Ⅳ応に対する総量条件が(2･ 3･ 7)で与えられる｡









G,(n,･ks)≦Cks, (r - 1,-,R) (2. 3. 8)



































LPsLp - ak (FLb叩) ･ βk
(付け値一地価)関数のパラメータの収束を(2. 4. 6)を用いて判定し､





































































































得られた結果をもとに､ (2. 5. 1)の漸近標準統計試験を用いて同様の検定を行った｡


































戸建住宅 ???マン ??r??ｑw 俎愛??駐車場 -ト ?8?8 ?､業 傅Hｼb ､業 
土 也 負 件 乂??0.0109 ???B?.0403 ???R?.0369 ?0.8832 
ダミー 茶???(0.45) 茶???(0.72) 茶?C????B?
幹線沿道 蔦??#b?0.0192 蔦??3?0.0035 ?0.0379 蔦?sツb?
ダミー 窒ﾓ?3??-0.90) 窒ﾓ?sr?(0.22 ?0.99) 窒ﾓ?#R?
接道条件 蔦??3?-0.0032 ???B?0.0067 ?-0.0183 蔦?S??
ダミー 窒ﾓ???(-0.17) 茶???(-0.33) ?-0.47) 窒ﾓ?sb?
規制容積 率 ? ? ??ャ2?b經2? ?
幹線道路 まで の距離 蔦??ィ?0.0243 蔦??#?-0.0333 蔦??3r?0.0516 蔦?Cs3r?
(-2.00) 窒ﾓ"?r?(-5.42) 窒ﾓ2?鋳?-1.13) 窒ﾓ?S2?(-3.81) 
バス停ま で の距離 ??3??.0502 ??S釘?.0269 蔦??C?0.0052 ?
(3.86) 茶B???2.16) 茶"?B?(-1.13) 茶???
地積 蔦??s?-0.0147 ??C??0.0164 ???B?.020 蔦??湯?
(-3.56) 窒ﾓ?s"?(2.88) 窒ﾓ"?r?(0.02) 茶"?ｒ?-0.07) 
建設費 ?.1284 ??#ィ???3#"???3#"?.7257 
(28.89) 茶#ゅヲ?茶??B?茶??B?(12.38) 
定数項 ?.2011 ??#??0.0119 ????-0.3724 ??sC?7.4647 
















































戸建住宅 ???マン ??r??ｑw 俎愛??駐車場 -ト ?8?8 2 ､業 傅Hｼb?､業 
土 地 条 件 乂??0.0109 ???B?.0403 ???R?.0369 ?0.8832 
ダミー 茶???(0.45) 茶???(0.72) 茶?C????B?
幹線沿道 蔦??#b?0.0192 蔦??3?0.0035 ?0.0379 蔦?sツb?
ダミー 窒ﾓ?3??-0.90) 窒ﾓ?sr?(0.22 ?0.99) 窒ﾓ?#R?
接道条件 蔦??3?-0.0032 ???B?0.0067 ?-0.0183 蔦?S??
ダミー 窒ﾓ???(-0.17) 茶???(-0.33) ?-0.47) 窒ﾓ?sb?
規制 容積率 ? ? ??ャ2?b經2? ?
幹線道路 まで 蔦??ィ?0.0243 蔦??#?-0.0333 蔦??3r?0.0516 蔦?Cs3r?
の距離 窒ﾓ"???-2.27) 窒ﾓR紊"?(-3.19) 窒ﾓ???(-1.53) 窒ﾓ2繝??
バス停 まで ??3??.0502 ??S釘?.0269 蔦??C?0.0052 ?
の距離 茶2繝b?(4.21) 茶"?b?(2.14) 窒ﾓ???(0.17) 
地積 蔦??s?-0.0147 ??C??0.0164 ???B?.020 蔦??湯?
(-3.56) 窒ﾓ?s"?(2.88) 窒ﾓ"?r?(0.02) 茶"?ｒ?-0.07) 
建設費 ?.1284 ??#ィ???3#"???3#"?.7257 
(28.89) 茶#ゅヲ?茶??B?茶??B?(12.38) 
定数項 ?.2011 ??#??0.0119 ????-0.3724 ??sC?7.4647 
(5.26) 茶"纉b?(-0.13) 茶B緜"?(-2.55) 茶???(5.48) 
尤度比 ?.72
表2-10　各パラメータの同質性検定結果(全域モデル/商業地域モデル)
戸建住宅 ???マン ??r??ｑw 俎愛??駐車場 -ト ?8?8 2 ､業 傅Hｼb?､業 
土 地 負 件 乂??1.800 ?繝??.102 ?縱??.036 ?3.195 
ダミー ?ｲ?~ ?ｲ???ｲ???
幹線沿道 ????.073 ?緜ビ?.096 ?0.004 ??C?
ダミー ?ｲ???ｲ??凵??ｲ?
按道条件 ?經途?.583 ????.925 ? ?
ダミー ?ｲ???ｲ??
規制容積 率 ? ? 釘纉c????
幹線道路 まで ?紊SR?.027 ?經C?2.261 ??澱?.045 ?ﾃscB?
の距離 ?ｲ?~ ??× ?ｲ???ｲ?
バス停ま で の距離 ??sB?.745 ?緜??.633 ?經??.139 ?
× ?ｲ???ｲ???ｲ?
地積 ??3B?.261 ??C?0.120 ?經3r?.183 ?纉??
○ ?ｲ? ｲ??? ○ 
建設費 ?.156 ??Sb?迭繝澱?迭繝澱?.427 
× ? ????× 





























戸建住宅 ???ｲﾘ6r?}ン ン′ヨ/ ??r?Hｼb??ｑw 商業 俎愛??ⅸｼb?梼ﾔ場 
土 地 負 件 乂??5??ｲ?0.027 蔦??"?0.035 宝??"?.020 ?-0.655 
(-1.14) 窒ﾓ?CB?(-0.75) 窒ﾓ???(0.79) ?-0.87) 
-0.014 蔦??r?0.017 宝??b?.016 ?-0.929 
(-0.95) 窒ﾓ"經ｒ?-1.17) 窒ﾓ?S鋳?0.71) ?-2.16) 
幹線沿道 ダミー 宝??R?0.024 蔦???_0.013 ?-0.018 蔦??b?(-0.21) 窒ﾓ?c2?(-2.42) 窒ﾓ?sB?茶???(-0.17) 
-0.071 蔦??R?.014 ??#? ??#?0.326 
(-1.75) 窒ﾓ???(-0.44) 茶?#r?茶?#b?(0.34) 
接道条件 ダミー 蔦??"?.002 ??CB?.015 ?????(-1.08) 茶???(1.40) 茶?#"?(2.07) 
-0.039 (-1.36) 蔦???ふ?C??0.023 (-0.54) 蔦??"?ﾓ?S"? ? 
規制容積 率   ??#B "紊B? ?
0.054 (2.74) ? 
幹線道路 までの距 舵 ????0.006 蔦???_0.007 ????0.103 蔦?ピb?
(0.36) 窒ﾓ???(-1.68) 窒ﾓ?#B?(0.13) 茶???(-0.78) 
_0.057 蔦??2?.014 蔦???-0.037 蔦??r?0.451 
(-I.76) 窒ﾓ???(0.38) 窒ﾓ?sR?(-0.99) 窒ﾓ?cb?(-0.42) 
バス停ま で の距離 ????.044 蔦??"?0.021 蔦???-0.004 ?
(0.06) 茶?3r?(-0.05) 窒ﾓ???(-0.90) 茶???
-0.015 ????.097 ????0.014 蔦??"?
(-0.61) 茶?3r?(3.04) 茶???(-0.37) 窒ﾓ?Sｒ?
地積 宝??R?0.016 ??c?-0.011 ??3"?0.020 ??モ?
(-2.06) 窒ﾓ?#"?(2.45) 窒ﾓ???(2.04) 茶???(0.68) 
-0.024 蔦??2?.024 蔦??R?0.018 ????.451 
(-1.97) 窒ﾓ"繝2?(1.63) 窒ﾓ"?R?(-0.95) 茶???(0.99) 
建設費 ?.124 ??#B?.155 ????.155 ????.992 (ll.09) 中ﾆﾂ 鋳?4.07) 中ﾆﾂ?鋳?4.07) 中ﾆﾂ?鋳?8.92) 
0.126 ??#b?.088 ??#b?.088 ??#b?.385 
(ll.44) 中ﾆﾂ紊B?(ll.23) 中ﾆﾂ紊B?(ll.23) 中ﾆﾂ紊B?(3.90) 
定数項 ?.159 ??ビ?.131 ??釘?0.047 蔦?CSb?.55 (2.32) 茶? ?(0.99) 茶"繝"?(-0.44) 茶? ?(2.37) 
0.384 ????0.263 ??C?-0.006 ??S?3.037 





戸建住宅 ???ｸ6r?}ン ン′ヨン ??r?Hｼb??ｑw 商業 俎愛??ⅸｼb?梼ﾔ場 
土 也 条 件 乂??5??ｲ?.465 ??cB?.360 蔦?#??0.126 ?-0.316 
○ ?ｲ???ｲ???○ 
幹線沿道 ダミー 蔦?C??0.200 ??#?1.460 ?0.000 ??sb?
○ ?ｲ?~ ?ｲ??ｲ??
接道条件 ダミー 蔦?ピ"?1.282 蔦?#S?-1.882 ? ?
○ ?ｲ???ｲ?? 
規制容積 率 ? ? ? コ ?
○ ? 
幹線道路 までの臣巨 戟 蔦?S??0.374 ?緜??0.319 蔦???0.000 ??sB?
○ ?ｲ???ｲ???ｲ??
バス停ま で の距離 蔦?C釘?0.960 ?縱湯?.320 ??ビ?.000 ?
○ ?ｲ???ｲ???ｲ?
地積 ????0.518 蔦?#c?-0.870 蔦"?3?0.000 ??c?
○ ?ｲ???ｲ?~ ?ｲ??

























































































































































































































時間属性 ??? ? 二間属性 ? 偃Y????ZB?
虫■! 臣重層朝 


























































d(X) - I(m(X)) =ao ･∑anm(X)n　　　　　　　(3･ 4･ 1)
ここでmは､データ空間上の一点Xにおける測度である｡
簡単のため､一次式で表すと(3.4.2)になる｡
d(X) - I(m(X)) - a +m(X)b　　　　　　　　　　　　(3. 4. 2)
測度mとして用いられるものとしては､表3-1のようなものが挙げられる｡
表3-1回帰に用いられる測度の例
時間属性 僖?:Hﾈ隴H,?r?N代であれば､ (..年代として m(X)等t 砲ﾖ?F"?
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一般式: d(xJ･) - I(d(xi.),･･･,d(xin))
単純化平均値: d(X,I) - I(d(X.I.),-,d(xL.)) -
d(X.I.) + - +d(xin )
代表値: d(X,･) - I(d(xi.),･･･,d(xin)) - d(xik)






































































a d2i a d2i
(m(xi, -mo(xi,)･i(d･(xi, -a -bmo(xi,)- 0
ただし､ o三i,Od2.･は､ m(xi),d(X.･)の誤差､ m.(X,･)は､ m(X.･)の真の値
の解であるが､これは一般には求められない｡そこで､ (3.5.6)式で､
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